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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域振興部発第82号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成25年12月16日
％会社名％　％役職名％　％氏名％様

（建設・建材部会員　各位）
大阪商工会議所
建設・建材部会長 　奥村 太加典
「第１０回建設・建材部会」開催のご案内
拝啓　平素は当部会活動にご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。
さて今年１１月、フィリピンに甚大な被害を与えた台風３０号は、中心気圧が８９５ヘクトパスカル、中心付近の最大風速は６５メートルに上り、米国が定める「スーパー台風」の基準に該当する過去にない規模の台風でした。また我が国においても「ゲリラ豪雨」や「突発的竜巻」などの異常気象が近年増加しており、市民生活や企業活動に多大な影響を与えております。

そこで今回は、名古屋大学より坪木和久教授をお招きし、「スーパー台風はどこまで強くなるか～気候変動が日本に与える影響」と題したご講演を、下記の要領にて賜ることといたしました。異常気象の背景とその行方をにらみながら、建設・建材業界として果たすべき課題や役割について知っていただく絶好の機会です。
奮ってご出席賜りますようご案内申しあげます。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

記
１．日　時　：平成２６年２月２４日（月）午後２時３０分～午後４時
２．場　所　：大阪商工会議所地下１階１号会議室（最寄駅　地下鉄・堺筋本町駅、谷町四丁目駅）
３．次　第　：(１) 議事：平成２５年度事業報告ならびに平成２６年度事業計画（案）について
（予定）   （２）講演：「スーパー台風はどこまで強くなるか～気候変動が日本に与える影響」
＜講師＞名古屋大学地球水循環研究センター　教授　坪木 和久 氏
講師ご経歴：　1962年兵庫県出身、北海道大学卒。東京大学海洋研究所、名古屋大学大気水圏科学研究所
を経て現職。専門は雲・降水を主体とした気象学・大気物理学。98年より雲解像モデルを
開発、03年より地球シミュレータなどの大規模計算機を用いて台風、竜巻、集中豪雨など
の計算機シミュレーションを行い、現在は21世紀気候変動予測革新プログラムの研究を進
めている。著書は「日本の論点 2010（文藝春秋編・共著）」他多数。また、NHK「クローズ
アップ現代」などTV出演多数。
４．参加費　：無料
５．定　員　：１５０名（先着順　１社複数名の参加可。定員に達し次第締め切り）
６．申込み  ：出席の場合のみ下記申込書をFAXもしくは必要事項をE-mailにて２月１７日（月）までにご連絡ください。なお参加証等は発行いたしませんので、当日直接会場にお越しください。定員を超え、お断りする場合のみ担当よりご連絡いたします。　　　　　　　　　　　　　　以上
【担当】大阪商工会議所地域振興部（山元）TEL: 06-6944-6323 FAX: 6944-6330  E-mail:chishin@osaka.cci.or.jp
大阪商工会議所地域振興部（山元）行　FAX(大阪06)6944-6330　 ※FAX番号はお間違えのないよう願います
「第１０回建設・建材部会」に出席します。（申込書）
＜２月２４日（月）午後２時３０分～４時　　於：大阪商工会議所　地下１階１号会議室＞
○会社名　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(会員番号：％会員番号％）　　　　
○参加者①　部署役職名　　　　　　　　　　　　　　○氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　
○参加者②　部署役職名　　　　　　　　　　　　　　○氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　
○電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　　　　　
○連絡先E-mail　　　　　　　　　　　　　　＠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●ご記入頂いた情報は、大阪商工会議所からの各種連絡・情報提供のために利用するのをはじめ、講師には参加者名簿として配布します。
